
あ
き

ら

し
ず

お

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

審

良

靜

男

専
攻
学
科
目

免
疫
学

生
年
月
日

昭
和
二
八
年
一
月
二
七
日

略

歴

昭
和
五
二
年

三
月

大
阪
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同

五
九
年

三
月

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
九
年

三
月

医
学
博
士

同

六
〇
年

三
月

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
免
疫
学
部
研
究
員

同

六
二
年

六
月

大
阪
大
学
細
胞
工
学
セ
ン
タ
ー
助
手

平
成

七
年

五
月

大
阪
大
学
細
胞
生
体
工
学
セ
ン
タ
ー
助
教
授

同

八
年

一
月

兵
庫
医
科
大
学
教
授

同

一
一
年

四
月

大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

二



医
学
博
士
審
良
靜
男
氏
の
「
自
然
免
疫
に
よ
る

病
原
体
認
識
と
シ
グ
ナ
ル
伝
達
」
に
対
す
る
授

賞
審
査
要
旨

免
疫
系
は
大
き
く
自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
に
分
け
ら
れ
る
。
獲
得
免
疫
は
、

Ｔ
細
胞
や
Ｂ
細
胞
に
お
い
てD

N
A

再
構
成
と
い
う
手
段
で
、
無
限
と
い
え
る

多
様
性
を
も
っ
た
受
容
体
が
形
成
さ
れ
、
病
原
体
、
外
来
異
物
、
非
自
己
成
分

を
認
識
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
脊
椎
動
物
に
特
異
的
に
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、

自
然
免
疫
は
下
等
動
物
か
ら
高
等
動
物
す
べ
て
に
あ
ま
ね
く
存
在
す
る
シ
ス
テ

ム
で
、
こ
れ
ま
で
非
特
異
的
免
疫
と
も
呼
ば
れ
単
に
食
細
胞
に
よ
る
病
原
体
の

貪
食
・
処
理
に
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近T

oll−

like
receptors

（T
L

R
s

）
の
発
見
、
機
能
解
析
を
通
じ
て
自
然
免
疫
が
極
め
て

特
異
的
に
病
原
体
と
自
己
を
区
別
し
う
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

T
L

R

の
研
究
は
、
一
九
九
六
年
に
獲
得
免
疫
を
持
た
な
い
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

エ
の
研
究
か
らT

oll

受
容
体
が
真
菌
に
対
す
る
感
染
防
御
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
のH

offm
ann

ら
が
明
ら
か
に
し
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
。
翌
年
、
米
国
のJanew

ay

の
グ
ル
ー
プ
は
、T

oll

の
ヒ

ト
ホ
モ
ロ
ー
グ
（hum

an
T

oll;T
L

R
4

）
の
存
在
を
、
一
九
九
八
年
末
に
は

米
国
のB

eutler

ら
は
、
リ
ポ
多
糖
（L

PS

）
低
応
答
性
マ
ウ
ス
の
原
因
遺
伝

子
の
探
索
か
らT

L
R

4

が
グ
ラ
ム
陰
性
菌
のL

PS

を
認
識
す
る
こ
と
を
報
告

し
た
。
審
良
氏
は
、
一
二
種
類
存
在
す
るT

L
R

の
各
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス

の
作
製
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
のT

L
R

が
ど
の
よ
う
な
病
原
体
構
成
成
分
を

認
識
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
、T

L
R

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
病
原
体
認
識
受
容
体
と

し
て
の
役
割
を
決
定
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
の
全
貌
を

世
界
に
先
駆
け
解
明
し
た
。
特
に
、
審
良
氏
に
よ
るT

L
R

7,9

が
病
原
体
の

R
N

A
,D

N
A

を
そ
れ
ぞ
れ
認
識
す
る
と
い
う
発
見
は
、
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
こ
の
発
見
は
、T

L
R

を
介
す
る
自
然
免
疫
の
活
性
化
が
、
獲
得
免
疫
の

成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
証
明
す
る
と
と
も
に
、
癌
免
疫
療
法
や

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
治
療
に
対
す
る
核
酸
製
剤
の
臨
床
応
用
に
理
論
的
基
盤
を
与

え
、
そ
の
臨
床
応
用
に
さ
ら
な
る
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
発
見
は
、
こ
の
と
き
ま
で
細
菌
認
識
だ
け
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

T
L

R

が
ウ
イ
ル
ス
の
認
識
に
も
関
わ
る
こ
と
の
最
初
の
証
明
と
な
っ
た
。
ま

た
、
従
来
ま
で
病
原
体
に
特
異
的
に
存
在
す
る
分
子
だ
け
がT

L
R

に
よ
っ
て

認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
概
念
を
大
き
く
変
え
、
核
酸
の
よ
う
な
宿
主
と
病
原

体
に
と
も
に
存
在
す
る
分
子
もT

L
R

の
認
識
分
子
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し

た
。
こ
れ
は
、
後
のT

L
R

7,9

の
自
己
免
疫
疾
患
へ
の
関
与
の
研
究
へ
発
展

し
て
い
る
。
上
記
に
述
べ
た
よ
う
に
、T

L
R

の
発
見
お
よ
び
そ
の
機
能
解
析

を
通
じ
て
、
自
然
免
疫
に
も
病
原
体
の
侵
入
を
直
接
感
知
す
る
受
容
体
が
存
在

一
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し
て
お
り
、
病
原
体
の
構
成
成
分
（
リ
ポ
多
糖
、
リ
ポ
蛋
白
、D

N
A

配
列
、

R
N

A
配
列
な
ど
）
を
認
識
し
た
後
、
侵
入
し
て
き
た
病
原
体
に
対
す
る
生
体

防
御
反
応
が
誘
導
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
免
疫
細
胞
で
も
い
わ
ゆ

る
食
細
胞
と
よ
ば
れ
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、
白
血
球
細
胞
、
樹
状
細
胞
にT

L
R

が
強
く
発
現
し
て
お
り
、
体
内
に
侵
入
し
て
き
た
病
原
体
を
貪
食
し
た
の
ち
消

化
処
理
す
る
際
に
、
同
時
にT

L
R

を
介
し
て
炎
症
反
応
や
免
疫
反
応
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
のT

L
R

に
よ
る
病
原
体
の
認

識
が
、
Ｔ
細
胞
や
Ｂ
細
胞
を
中
心
と
す
る
獲
得
免
疫
の
発
動
を
も
誘
導
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
なT

L
R

が
病
原
体
認
識
と
そ
の
後
の
獲
得
免
疫
の
誘

導
に
必
須
で
あ
る
と
い
う
発
見
は
、
従
来
の
獲
得
免
疫
系
を
中
心
と
し
た
免
疫

学
の
理
論
的
背
景
を
根
底
か
ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
作
り
上
げ

た
。
さ
ら
に
は
、
種
々
の
免
疫
疾
患
の
病
因
・
病
態
解
明
や
、
癌
や
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
に
対
す
る
免
疫
療
法
に
対
し
て
も
従
来
の
考
え
を
修
正
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
審
良
氏
は
、
上
記
の
自
然
免
疫
の
重
要
性
の
確

立
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
、
そ
の
業
績
に
対
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
フ
ラ
ン
ス

のJules
H

offm
ann

、
米
国
のB

ruce
B

eutler

と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
最
高
の
国

際
的
医
学
賞
で
あ
る
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
彼
の
一
連
の

T
L

R

に
関
す
る
研
究
成
果
は
世
界
的
に
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
キ

ー
ス
ト
ー
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ゴ
ー
ド
ン
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
ノ
ー
ベ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
各
国

の
国
内
免
疫
学
会
お
よ
び
感
染
症
学
会
、
さ
ら
に
各
種
の
自
然
免
疫
関
連
の
国

際
学
会
等
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
特
別
講
演
や
招
待
講
演
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
ト
ム
ソ
ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
社
の
調
査
で
は
過
去
一
〇
年

間
の
掲
載
論
文
の
引
用
回
数
が
、
二
〇
〇
四
年
以
降
、
免
疫
学
の
分
野
で
世
界

の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
間
に
発
表

さ
れ
た
論
文
の
な
か
で
著
し
く
高
い
被
引
用
回
数
（
上
位
〇
・
一
％
）
を
持
つ

論
文
数
（H

ot
Paper

数：

一
一
編
）
に
お
い
て
も
自
然
科
学
分
野
全
体
で
世

界
一
に
輝
い
た
。
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